
たないനஸである。

　周防畑遺跡群の集落に住んでいたのは、このような郡雑任ではないͩΖうか。൴らは਎෼が௿いか׭ਓ

਎෼を࣋っていないたΊに、帯金具をඞ要とせͣ、৬によっては文字をѻうこともなく、৬ঠと関܎して

短頸壺や鉄鉢形土器のような特घな器形の土器をඞ要としたのであΖう。佐久郡衙に関܎するとしても最

຤୺のਓʑであり、集落の出土遺物に׭衙త要ૉがബいのである。

　とこΖで、ୈ３ষでड़΂たように周辺のಉ時代の遺跡では׭衙తな遺物が多数出土して、佐久郡衙の存

在が༧૝されながら、ະͩにҐஔが֬ఆできͣにいる。平৓ژでは、長屋Ԧఛがࡾژࠨ৚二๥で４町の޿

さであったように、Ґ֊によって޿さがܾΊられている͚ͩではなく、Ґ֊が高いほͲ平৓ٶに近い傾޲

がある。佐久郡衙をऔりרく佐久郡Ոでもಉ͡ようなことがあったと考えられるが、ͩとすればະ発見の

佐久郡衙は、׭衙త要ૉのബい周防畑遺跡群の周辺にありಘͣ、より׭衙త要ૉのೱい西近௡遺跡群（ୈ

３ষୈ２અ）の方が佐久郡衙に近いであΖう。このように、調査された֤遺跡の׭衙తな要ૉの౓߹いを

検౼することによって、ະ発見の佐久郡衙のҐஔをߜりࠐΊないかと考えているが、本࿦のझࢫとは外れ

てくるので後日を期したい。

４ɽ須恵器獣脚風字硯について
　須恵器獣脚風字硯は、３－ᶇ区ᶘ૚、ะ৔整備時の੝土中で出土した。これまでにほとんͲྨྫのない

ものであるので、ここにऔり上͛る。

　硯は、硯৲部のยଆのഁยで、࢒存長は 10.9Dm、࢒存෯は 7.6Dm、高さ 3.9Dm である。硯৲部は真௚

ぐで、ଆ面は緩いۂઢをඳき、ପ円形の一方の୺を௚ઢで切ったような平面形とਪఆされる（ୈ 196 ਤ）。

そのཪ面の֯に近い所に、硯৲部に޲かって下部が緩やかに޿がる長さ 3.0Dm、෯ 2.8Dm、高さ 1.7Dm の

獣脚が෇く。獣脚のલ面には５Օ所のࠁΈがೖれられてࢦをදݱしている。磨墨面も特௃తで内ఏが縁か

ら 15 ～ 18mm の所を平行に८っている。縁の高さは最高で 11mm、内ఏの高さは最高で６mm と௿い。

縁の上下のほぼ中ԝにඍོىઢが८る。҉灰色をఄし、ম成は良޷であるが硯面のશ面とଆ面の一部にম

成時の灰がඃり、ଆ面とཪ面の一部は黒色の自વ釉がֻかる。磨墨面に灰がඃっているので墨が滑り、࣮

。に墨が磨れたかͲうかはٙ໰であるࡍ

　このഁยから、以下のようにશ形をਪఆした。脚のఈ面は硯面と平行ではなくわͣかに֯౓を࣋ってい

る。風字硯は、通ৗ２つの脚と硯಄部の３఺で接地するので、硯಄部と脚のఈ面શମがಉ時に接地して
硯頭

磨墨面

獣脚

縁

硯尻

内堤

0 (1:4) 10cm

ୈ 196 ਤ　須恵器獣脚風字硯実測図と推定復元図
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いるのが最も安ఆがよい。したがって、脚のఈ面と硯面のཪ面をԆ長して交わる఺をٻΊると、શ長は

17.5Dm લ後となる。

　෯は、本ྫとಉ༷に内అが硯৲部までありશ周すると思われる佐久市ု田遺跡̝５号住居跡出土風字

硯をࢀ考にした（ୈ 197 ਤ）。ု田遺跡出土ྫは࢒存཰が高く、࢒存長 12.8Dm、࢒存෯ 10.9Dm であるが、

શ長は約 15Dm、෯は約 13Dm とਪఆされる。ཪ面に脚のష෇ࠟがあり、௚ܘは 16mm、ଆ面から脚の中

৺までのڑ཭も 16mm である。本獣脚風字硯は脚の௚ܘが接߹部で 22mm、ଆ面から中৺までのڑ཭が

19mm とု田遺跡ྫよりも 20 ～ 40ˋ大きい。したがって、෯をု田遺跡出土ྫより 30ˋ大きいとする

と 17Dm લ後である。長さを 17.5Dm。硯৲部の෯を 17Dm として、࢒存部のۂઢからପ円形をඳくと、自

વなପ円形がඳ͚る。したがって平面形はପ円形の一方を௚ઢతに切りऔったような形になるとਪఆした

（ୈ 196 ਤ）。内అについては、風字硯は硯಄部にਫをたΊるので、硯৲部͚ͩにあっても用をなさない。

したがって内అは硯಄部からのԆ長であり、ု田遺跡出土ྫのようにશ周するとਪఆした。

　この獣脚風字硯の年代であるが、遺構外出土のたΊ、伴出遺物はない。したがって形ଶから時期を考え

るしかない。獣脚風字硯とಉ༷に獣脚を࣋つ獣脚円面硯は７世紀લ半ࠒから̔世紀ॳΊにݶられる。一方

風字硯は̔世紀後半にݱれる（奈良文化財ڀݚ所 2003・2004）。この間には断ઈがあるが、獣脚円面硯は

高級品であるので、఻世品や৘報として獣脚円面硯が̔世紀後半まで࢒っていたՄೳੑはある。また、硯

৲部では用をなさない内అがશ周しているのは円面硯やପ円硯の名࢒と考えられる。したがって、この獣

脚風字硯は、風字硯ొ৔のॳ期、̔世紀後半のものと考えられる。

　先ड़の内అがશ周する硯が出土したု田遺跡̝５号住居跡は伴出する土師器֖が̔世紀代ながら、風字

硯の出土からそれが੝行する̕世紀લ半にҐஔ෇͚ている。しかしながら、この風字硯は内అがશ周する

ことから風字硯でもॳ期のものと思われ、また硯は఻世することがあっても、日ৗの器である土師器֖が

఻世することは考えにくく、̔世紀代にҐஔ෇͚てよいのではないか。

　この風字硯の࢈地であるが、଻土෼ੳでは̘άϧーϓにଐして、࢈地はෆ明である。しかしながら磨墨

面に灰がඃって࣮用にڙさない品物が長ڑ཭ӡばれてきたとは考えにくく、地࢈ݩと思われる。̔世紀後

1 2 3

１：長野県佐久市儘田遺跡 H５号住居跡出土
２：奈良県奈良市平城京左京３条２坊２坪出土
３：長野県松本市百瀬遺跡 S36W24 出土 0 (1:4) 10cm

ୈ 197 ਤ　他遺跡出土の風字硯
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半という年代と߹わせて、佐久郡࢘なͲの有力者が風字硯のొ৔௚後に円面硯は஌っていても風字硯をよ

く஌らない޻ਓに本֨生࢈を໨ࢦして作らせたࢼ作品ではないかと考えている。

　奈良文化財ڀݚ所の平৓ژ出土陶硯σータϕースでは風字硯（獣脚）とশするものは、３ژࠨ৚２๥２

௶の６̛̖̞ ̨̢ 71 地区南北溝出土の風字硯（4450）１఺のΈである（ୈ 197 ਤ）。࢒存長 8.2Dm、࢒存

෯ 13.8Dm、࢒存高 5.8Dm の硯಄部のഁยで、ཪにૈいつくりの獣脚が෇く。磨墨面に内అは見られない。

硯಄部に脚が෇いていることから、これが風字硯であるとすると硯৲部を上͛るたΊに硯৲部にさらに高

い脚を෇͚な͚ればならないが、硯಄部の脚は࿷ۂしていて接地面が小さく、硯৲部に高い脚を෇͚て傾

͚るとඇৗにෆ安ఆになって使いͮらいと思われる。報告書に「ପ円硯のՄೳੑの高いものを含む」とあ

るようにପ円硯であるՄೳੑが高いと思われる。

　もう１఺、獣脚風字硯とは報告されていないが、そのՄೳੑが高いものをあ͛ておく。長野県দ本市ඦ

੉遺跡の検出面出土の風字硯は、ਤで見るݶりは脚が௚方ମではなく、下部がくの字にۂがって獣脚をද

しているようである（ୈݱ 197 ਤ）。脚部にࢦのදݱがない఺、硯৲部がۂઢである఺、内ఏが磨墨面の

硯಄部と硯৲部を山形に෼͚ている఺なͲが本遺跡群のものとҟなる。

　このように、本遺跡群出土の須恵器獣脚風字硯は、શ国తにもほとんͲྫを見ないࢿྉであるとಉ時に、

本地域にお͚る風字硯のड༰のաఔに関してॏ要なࢿྉである。
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